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PROGNOST®の技術
経験による実証
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重要なアセットやプロセスに対して責任を負うきわ
めて複雑なシステムを選ぶ際に、その信頼性は重要
です。これに対しPROGNOSTシステムの信頼性は十
分ご満足いただけるものです。

フル機能のモニタリングシステムが本当に信頼でき
るものになるためには、相当数の導入実績と長年
の現場経験を通じて進化し続けなければなりませ
ん。「実験室での」試験をどれほど行っても、多様な
運転環境で長期間にわたって確認される特性は再
現できません。 

PROGNOST®-NTは、実際の現場で比類ない成功を
積み重ねています。だからこそ、モニタリングシステ
ムが約束された通りに機能することを確信でき、シ
ステムが下したどの診断も正確であると信じること
ができるのです。

ぜひPROGNOSTシステム社を―そして他社を―試
してください。ご利用の販売業者へ、運転現場でシス
テムが実際に使用されている時間を記録するように
要請してください。供給会社が問題を解決するまで
にかかった時間と、システム性能を改善するために
現場のユーザーへの提案を実行するまでにかかっ
た時間を測ってください。実績を問い合わせてくだ
さい。さらに、お客様の環境と最も近いユーザーの
現場を見学してみてください。供給会社の担当者か
らの情報提供も有用ですが、どのシステムがご自身
の期待を満たしているかどうかを判断するにあた
り、実際のユーザーからの忌憚ない意見はとても貴
重です。

信頼性を高める準備はできていますか?お客様の
地域のPROGNOSTシステムの担当者へお問い合せ
ください。PROGNOSTのユーザーグループへおつな
ぎします。

“PROGNOSTシステム社は、既存顧客の現場訪問を通じて、そのシステムの性能と満足度が証明できる唯一 
のベンダーです” 
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PROGNOST®-プレディクター
概要

・ギアボックスと軸受のオンライン診断
・部品ベース解析のプログラム修正
・特許取得済みコンフィデンスファクタ技術
・直観的なグラフィカルユーザーインターフェース
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重要アセットをモニタリングする
PROGNOST®-プレディクターは、回転機械の自動状
態監視システムです。優れた診断技術を適用するこ
とで、不良を早期に検知し、予知保全を実現します。

全部品の診断
すべり軸受、転がり軸受、ギア、モーター、シャフトと
いった監視する部品それぞれの特性に合わせた解
析を行います。解析結果から各部品の状態データが
わかり、状態ベース保全に役立ちます。

特許取得済みコンフィデンスファクタ
弊社独自のコンフィデンスファクタパラメータを用

いれば、例えば経験のないユーザーであっても、適
切なバンドパスフィルタによる振動解析が実施でき
るので、誤警報を最小限に抑えつつ、初期段階で部
品損傷レベルやその進展度を特定することができ
ます。

早期警告
機器不良の早期検知により、必要な部品と作業者を
確保し、事前の計画的な補修を実現します。計画外
停止を低減または防止することができ、効果的な予
知保全対応による恩恵を得ることができます。
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コンフィデンスファクタ
特許取得済み軸受診断法

・軸受損傷の進行の把握
・2要因警報ロジック
・カラーコードコンセプト
・高い信頼性と精度
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コンフィデンスファクタと2要因警報ロジックは以下
を目的に開発されました: 

・数百の解析結果を一目で管理する
・可能な限り早く致命的故障の進行を特定する
・誤警報を防ぐ

規定バンドの振幅は縦軸に、コンフィデンスファクタ
は横軸にプロットされます。振幅/コンフィデンスファ
クタを組み合わせた値がプロット図に表示されます。

部品不良の進行を示す明らかな兆候が見られる
か、通常より振幅が大きければ、この図にすぐに表
れます。 

一般的に、進行中の不良を示す曲線は、左下の区画
である「不良無し」状態から始まり、確度と不良サイン
が大きくなると右へ動いて「早期損傷」エリアへ入り、
不良が進行してダメージが大きくなるにつれて振幅
も大きくなるので、上へ移動します。

誤警報の阻止
解析の結果、バンド内高振幅を示し、警報レベルに近い
ですが、コンフィデンスファクタは低いままです。警報は
発報されません。

良好状態エリア
警報レベルに関して、解析点が、バンド内低振幅を示し、
コンフィデンスファクタも低くなっています。「良好」状態
であれば問題ありません。

真の部品不良
解析の結果、バンド内高振幅を示し、警報レベルに近く、
コンフィデンスファクタも高くなっています。

境界値の調整が必要
警報レベルに関して、解析点がバンド内低振幅を示し
ていますが、コンフィデンスファクタが高くなっています。
このようにデータ管理をしない一般的なバンドフィルタ
を用いた監視システムでは、故障サインが出ていても
警報閾値が高すぎるため、警報が発せられません。ユー
ザーはいずれ起きる故障を早期に検知できるよう警報
設定値を調整する必要があります。
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コンフィデンスファクタは
低いがバンド内振幅は高
い:スペクトル図上部の帯
域にあれば不良であること
を示します。この振幅は山
のピークが数回不良パタ
ーンにマッチしただけな
ので不良に該当しません。

コンフィデンスファクタが
高く、バンド内振幅も高い:
この状態になると警報が
発せられ、部品は赤色で
識別されます。

既定不良周波数の全バン
ドで山のピークが不良パ
ターンと一致しています。

ユーザーは振幅トレンド（中央右）、コンフィデンス
ファクタ（右下）、またはコンフィデンスプロット（左）
からトレンドエントリーを選択できます。対応するス
ペクトル図が自動で開きます。

この例は、既定不良モードが「外輪傷不良」、選択部
品が「軸受450U」の場合です。
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トルクモニタリング
ギアボックスとシャフトの診断

・粘度の変化を検出
・ワークの不純物と機械的故障を特定
・摩擦軸継手の故障解析を補助
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重大トルク事象の検知と診断
トルク事象信号を監視することで、軸のひび割れや
押し出し機のねじ衝突、工程のずれ等、従動機器に
起こりつつある問題を検知できます。

材料中の不純物、送り動作の中断、押し出し機のね
じ衝突は、予期せぬ限界ねじり力を発生させること
があります。過去の事例では、押し出し機ラインにあ
るような大型ギアボックスは、潜在的な不良を検出し、
損失の大きい二次被害を防ぐために、ねじり力を常
時監視する必要があります。

過渡トルクによって軸のねじりモードが生じ、結果と
してトルクの変動が大きくなる可能性があります。過
渡トルクで軸にひずみが起こり、ひび割れが発生す
る可能性があります。PROGNOST®-プレディクターは
こうした過渡トルク現象を検知し、軸ひずみが発生し
ていることを警告します。

さらに、過渡トルクモニタリングによって、摩擦クラッ
チ等のフレキシブルシャフトをつなぐ軸継手の故障
解析にも役立ちます。軸継手（トルクリミッタ）は、過
トルクをリリースすることでギアボックスを保護する
仕様になっています。リリース設定点が低すぎて、平
常運転中に軸継手（トルクリミッタ）の負荷をリリー
スしてしまうことがあります。ずれ発生時のトルク時

間波形があれば、クラッチ設定点を校正するのに役
立ち、詳しくプロセスを理解するための根本原因解
析を行いやすくなります。

トルク解析は、セメント産業の立型ローラーミル等
の重要なギアボックス実用例にも利用できます。

データの取得と処理
デジタルトルク信号が調整可能なサンプルレートと
共に保存されます。

PROGNOST®-プレディクターは以下を計算します:
・絶対最大トルク
・ピークトゥピークトルク
・平均トルク
•  最大偏差と最小偏差 
 （1秒間の最大/最小トルクと平均トルク信号の差）

イベント基準がこれらの検証値に適用されます。い
ずれかのチャネルでイベント基準が満たされた場合、
イベント起動前後から全信号の波形データをバッフ
ァから抽出し、後で確認できるようにデータベースに
保存されます。

ユーザーは手動でいつでもイベントを起動でき、外
部配線を通じてイベントを起動することもできます。

出力軸トルク（上）と機械速度（下）のトレンドプロット。重大トルク事象をはっきり見分けられます。
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PROGNOST®-プレディクター
ギア振動イメージ化

・ギア損傷を検知する究極の方法
・パターン認識
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ユーザーは各部品の状態
を一連のグラフから確認
できます。危険状態の部品
は色が変化し、警告、警戒、
警報を示します。

ギアイメージ化処理は、ギ
アボックスの各ギアから発
生する振動だけを取り出
し、それ以外の干渉する振
動の影響を無効化します。
個々のギア歯への損傷は、
局所的な高いピーク振幅
を生み出します。

ギア振動イメージ化は、ギア不良を検知する絶対的
な手法です。波形データの時間同期平均化と優れた
フィルタリング法により、各ギア歯から振動周波数が
取り出され、ノイズや他の機械部品によって引き起
こされる振動を取り除きます。

統計的なパターン認識法を活用することで、これら
の過剰振動を特定・定量化し、進行中の不良が検知
された時に警報を発します。

不良個所からのエネルギーを振動イメージの特定
の領域に限定できるため、この方法は標準的なスペ
クトル解析よりも優れています。

さらに、ギア振動イメージ化は各歯の状態を評価す
ることもできるので、勘に頼らない、的を絞った目視
検査が可能になり、通常のスペクトル解析よりもず
っと早くギア不良を検知できるようになります。
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すべり軸受モニタリング
許容外の摩耗の早期検出

・すべり軸受不良の検出
・故障パターンの指定
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不安定な故障パターンの
検出と確度のトレンド化

オービット解析:
これらの解析はすべり軸受
に使用します。起動時、コー
ストダウン時、安定状態時
のデータを保存します。

速度スペクトルの3次元プ
ロット
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ビジュアル解析スイート
図化解析ツール

・データ解析と過去データとの比較
・警報ログブック
・部品ウォッチリスト
・ユーザー通知
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4 コンフィデンスファクタ
は、進行する軸受不
良を振幅トレンド
が大幅に上昇す
る前に検知し
ます。

5 部品別の状態が視覚的に
わかるユーザーフレ
ンドリーなウォッチ
リスト。

6 機器の警報イベントやシ
ステム診断イベント
は通知ログに記録
され、簡単かつ
素早く閲覧でき
ます。

2 不良周波数との一致は
不良モードで示さ
れます

3 トレンド概要で 
不良の進行とコン
フィデンス値を
表示

クリックで機械状態を
部品別に表示1
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PROGNOST®-プレディクター
システムアーキテクチャ

・標準TCP/IP (LAN)通信
・常時自己診断
・リレー出力による警報
・リモートアクセス
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アーキテクチャ
データ処理ユニット、サーバー、顧客DCSやコンピュ
ータとの接続に、TCP/IP (LAN)接続を使用。OPCサー
バーも利用できます。

PROGNOST®-プレディクターのラックは、コントロー
ラーカード1枚と、最大12まで増設可能な、あらゆる
タイプのセンサ(加速度計、渦電流計、速度計、出力リ
レー等)のインターフェースとなるI/Oカードで構成
されています。

全カードと全センサは常に自己診断を行っています。
•  開路、短絡、または不安定なバイアス電圧
 (加速度計)

・上限/下限/レンジ限界

内蔵の高性能コントローラーカードは768のデジタ
ル信号処理コアをもつフィールドプログラマブルゲ
ートアレイを採用。複数信号を同時に高速処理します。

全チャネルでデータ取得と信号FFT解析を同時に行
うことで、損傷の兆候を高精度で検知し、トレンド情
報を表示します。

警報・警告信号は、リレー出力またはOPC/MODBUS
サーバーを経由して直接送出されます。

リモートアクセスとサポート
PROGNOSTシステム社の専任担当によるサポート
が、現場で、またはリモートアクセスを介して受けら
れます。リモートによるデータ解析の経験も豊富な
熟練のサービスエンジニアチームによる、平日10時
間または24時間365日対応のオンラインサポートを
提供します。

Customer

LAN

Remote Access

Hardwired

Mobile

PROGNOST®-Predictor
Data Acquisition 

and Diagnostics

PROGNOST -Predictor

Monitoring and

Communication Unit

DCSModbus / OPC

®
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カスタマーサポート
1年365日ライフサイクルサポート

ユーザーセミナー
・初級ユーザーセミナー
・上級ユーザーセミナー
・専門家向けセミナー

機械状態の評価
・見逃しを無くすための週次点検

個別データ解析
・データ、解析結果、システムメッセージの評価をし 
 て、可能性のある故障シナリオを描く
・保全作業の提案
・機械状態レポート
・機械状態トレンドの記録
・長期保全計画の基礎となる
・専門家によるインシデント評価 
 と機械オーバーホールの提案を記載

ソフトウェアアップグレード
・新規信号解析
・革新的な測定法（例:トルク）
・ユーザーフレンドリー性を高めたGUI
・故障パターンの拡張データベース

電話ホットライン週5日・1日10時間または週7日・1日
24時間
・システムへのリモートアクセス
・迅速サポート
・データ解釈
・自己診断の確認
・意思決定前のセカンドオピニオン

System

Maintenance

User

Training

Weekly

Assessment

Software

Upgrade

Modular
Service

Agreement

Trainings for

Specialists

On-demand

signal analyses

24/7

Hotline
PROGNOST®-DataCenter

Services
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